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この度，『生物工学会誌』にて，第75回日本生物工学
会大会で開催されたシンポジウム「酵母という生き物
～生態学的ふるまいとその多様性の理解に向けて」に
関する特集を編むという大変光栄な機会を得た．この機
会を利用して，関係者の皆さまに感謝の意を表明したい
と思う．
酵母と聞くと，お酒やワイン，パンなどの発酵食品を
思い浮かべる方が多いかもしれない．しかし，酵母は単
に発酵するだけでなく，実は私たちの生活にさまざまな
形で関わっている生き物である．酵母は単細胞性の真菌
類の総称で，1000を超える多様な種が存在している．
学術研究のモデル生物としてだけでなく，発酵生産を含
む生物工場の宿主としても重要な役割を果たしている．
特に，出芽酵母のSaccharomyces cerevisiaeや分裂酵母
のSchizosaccharomyces pombeは，その優れた特性から
生命科学の研究において確固たる地位を築いてきた．と
ころが，自然界にはこれら以外にもまだ多くの酵母が存
在し，私たちがまだ利用していない種も多数残されてい
る．地球上に存在する，酵母という生き物全体に目を向
けてみると，そこには微生物研究者にとって未開拓のフ
ロンティアが広がっているのではないだろうか．さらに
は，S. cerevisiaeやS. pombeのように私たちに馴染み深
い酵母であっても，それらが自然界でどのように振る舞
い，そして環境に適応しているのかに関する「真の生態」
については未解明な部分が多く残されている．最近のゲ
ノム解析技術の進展により，研究者たちは実験室内の酵
母から自然界の酵母へと興味を広げている．野生酵母の
実態，そして未知の酵母についての知識を得ることで，
酵母産業の可能性をさらに広げることができるだろう．
自然界での酵母の生態を解明し，酵母の多様性を深く理
解することが重要な課題となっている．
同シンポジウムは，フィールド研究から実験室内での
分子生物学的解析やオミクス解析まで，さまざまな手法
を用いて酵母の「生き物」としての面白さに，新たな気
づきを得ることを目的として開催された．そのため，酵
母を実験生物や生物工場として利用する研究者というよ

りは，酵母の生態学的な振る舞いや多様性について注目
して研究している方々に発表をお願いした．したがって，
本誌の読者の皆さまにも，普段からよく知っているはず
の酵母に「こんな一面があったなんて！」という新鮮な
発見をもたらしてくれるものと期待している．それぞれ
の発表者は，自身の研究課題やその魅力について詳しく
述べていただいた．たとえば，清家はショウジョウバエ
体内での酵母の生態を調査し，大坪は栄養源認識から性
分化までの分子制御機構を解明した．酵母の有性生殖の
進化を探る上でも興味深い内容である．また，五島は海
洋に生息する酵母のメカニズムと進化的な意義について
考察し，遠藤は森林生態系における微生物の表現型と多
様性について探求した．さらに，辻は極地に生息する酵
母の適応能力と応用研究の可能性を検証した．こうした
海・森・極地などさまざまな環境においても酵母は存在
し，特定の環境での酵母の生態を知ることは，酵母のま
だ見ぬ潜在能力を探る上で重要である．そして渡辺は発
酵食品に存在する微生物の相互作用に着目した．これら
の一連の研究は，酵母が私たちの生活や自然環境におい
て果たす役割を，深く理解するために重要な知見となる
だろう．酵母は私たちの日常生活や環境において非常に
身近な存在であり，その多様性や生態学的な振る舞いを
把握することで，食品生産や環境保全の分野での応用に
つなげることができるかもしれない．
この特集号では，酵母の生態学的な側面や多様性に関
する研究者たちの情熱と成果を紹介する．彼らの研究成
果は，酵母が私たちの生活や産業に与える影響を把握す
る上で貴重な知識となる．また，酵母がなぜこんなにも
多様な種が存在するか，どのように生きているのか，そ
の魅力に触れながら，私たちは自然の驚異をより一層感
じることができるだろう．酵母は小さな生きものである
が，その多様性や生態学的な魅力は私たちに驚きと感動
を与えてくれる．酵母研究の進展は，新たな食品の開発
や環境問題への解決策の提案にもつながる．私たちの発
酵食品や環境における持続可能な未来を考えるきっかけ
として，この特集号をお楽しみいただければ幸いである．
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